






































































































































































































































































講義の翻訳）、『心理學』（上･下巻、明治 8･9 年。またこの改訂版が『奚氏心理學』として明治 11
年に公刊される。J.HavenのMental Philosophy: including the intellect, sensibilties, and will.の翻訳）、『利
學』（明治 15 年。J.S.MillのUtilitarianismの翻訳）等があり、単行著書には『百一新論』（明治 7 年。
「哲学」二字の初出文献。「教」の方法論について。諸学一致の論。統一科学）、『致知啓蒙』（明治




小泉氏の論考 9によれば、西の「情主位」の人間観は、『生性發蘊』（明治 4－6 年頃執筆。未完の稿
本。G.H. LewesのA Biographical History of Philosophy, The Library Edition, 1857の一部と、Comte's Philosophy of 
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148　　西周の実用性への視座――伝統思想に基づく捉え直し――
